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論文要約 

 

序章 研究の目的と課題設定 

本論文は、19 世紀末イングランドの基礎学校で実施された宗教教育を、教育の当事者た

ちの視点から分析することで、「世俗化」の過程と捉えられてきた近代イングランド公教育

に対しての歴史的評価を再検討することを目的としている。 

近代以前、民衆教育は聖書や教理問答等の宗教教育を中心として、教会から与えられるも

のであった。近代以降、国家から権利義務として受けるべき国民教育へと変化し、19 世紀

ヨーロッパの諸国家は、国民国家形成の手段として公教育制度を発展させた。イングランド

は、外国に遅れながらも公教育の整備を進め、19世紀末に強制就学と無償教育を導入した。 

このような経緯から、イングランドの 19 世紀は、国民教育制度が整備されていく公教育

の漸進的な普及期として評価され、教育への国家介入は、「世俗化」の進展として位置づけ

られた（サイモン 1977）。特に 1870 年基礎教育法は、イングランドに初の地方教育行政制

度を整備し、宗教教育を規制する条項が盛り込まれたことで、脱宗教的な意義が強く評価さ

れ、公教育制度の画期として位置づけられてきたとされる（村岡 2004, 142-143頁）。 

連動して、公教育における宗教教育や宗教の存在は、長らく否定的に理解されてきた。こ

れは、教会や傘下の任意団体といった宗教勢力を、公教育の守旧の遺物、革新の妨害者とし

てこれまでの諸先行研究（Smith 2009, Robson 2002など）が位置づけてきたことが指摘され

ている。次いで、教育制度史研究および教育政策史研究が明らかにしてきた諸成果は、結果

的に宗教を、公教育制度と敵対する存在として描いてきた（大田 1992, 白石 1988）。 

 ただし、以上の研究動向から、イングランド公教育が 19世紀末に「世俗化」したと位置

づけるのは早計である。何故なら、宗教組織と関連する任意団体組織が、公教育制度の発展

に重要な役割を担ったことは、大きな特徴として指摘されているからである。1833 年、国

家が直接的な公教育への関与を開始した時、補助金供給の供給を担ったのは、イングランド

国教会が組織する国民協会、非国教徒諸派が組織する内外学校協会という教育振興任意団

体であった。1870 年に基礎教育法が制定された後も、宗教教育が公教育から完全に排除さ

れたことはない。19世紀末イングランドには、「公的」な基礎学校が二種類存在した。一つ

は、地方教育行政機関の学務委員会が管理した「学務委員会立学校」であり、もう一つは、

任意団体組織が管理してきた「任意団体立学校」である。任意団体立学校と学務委員会立学

校の大多数は、1870 年後も宗教教育を行い、国民教育に大きく関与していたのである。 

更に、イングランド教育史研究の一方には、宗教勢力や任意団体の役割と存在を肯定的に

評価してきた諸研究が存在している（Dew 1992, Green 1994, Martin 2013, 岩下 2011, 2012年

など）。こうしたもう一つの研究成果は、教育社会史的研究において、主にイングランド諸

地域の事例を詳細に検討するミクロな視点による分析を行うことで、任意団体ならびに宗

教の再評価をしてきた。 

つまり、先行研究のイングランド公教育制度の成立・発展理解については、「世俗化」を
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議論するにあたり宗教教育の評価を巡って、矛盾し乖離した言説と理解が併存している。こ

の問題は、公教育に関する研究を牽引したのが、教育制度史および教育政策史研究であった

ことで、国家や教会という権力の対立構造に主軸を置く議論が進行してきたために生じた

と考えられる。しかし、社会史的アプローチを採用する先行研究も、各地域の教育に関わる

出来事や活動を発見した一方で、どう人々はそれを受け止めたのかという、「宗教教育の受

容」に大きな関心を払わなかった。そのため、宗教の存在が社会にどう影響したのか不明と

なり、評価を二分してきたのである。問題脱却のため、支配的言説を取り払い、かつ、これ

までの多様な宗教教育をもう一度見直していく必要がある。 

そこで本論文は、複数の宗教教育の当事者に注目し、彼らが宗教教育をどのように捉え、

認識し、解釈したのかを紐解く。それにより、宗教教育の受容についての課題に取り組み、

宗教と世俗の関係性を相対化していく中で、その結果に基づいた宗教教育の新たな理解を

提示する。これにより、宗教教育が当時の社会でどのようにみなされたのか、その諸相を描

く。つまり、「近代化を達成するにつれて、宗教は衰退をしていく」という「大きな物語」

に公教育の展開をあてはめた先行研究に対して、本研究は、宗教教育がどのように認識され

ていたのかを、人々の様々な事例から、「小さな物語」として抽出し、新たな歴史像を描く

ことを目指している。公教育における宗教教育の姿を個別具体的に浮かび上がらせ、当時の

公教育制度における宗教と教育の関係、教育に対する教会と国家の役割や「世俗化」理解に

ついて新たな視座を提示する。 

対象となるのは、イングランド国教会傘下の教育振興任意団体組織である国民協会と彼

らが管理した国教会系基礎学校、そこでの教育の当事者たちである。本研究は、このような

国教会系基礎学校に関わる当事者たちを中心にして「小さな物語」を描くことになる。国民

協会は 19 世紀前半から国内に学校供給を行ってきたイングランド公教育の一翼であり、

1870 年以降においても、管理する学校数および通学する生徒数は、国内の学校全体のおよ

そ半数を占めていた。国教会の教義を学ぶことを、当事者たちがどのようにみなしていたの

か、国教会系基礎学校に注目することで改めて明らかにできると考える。 

当事者たちの「小さな物語」を描くにあたり、本論文では第一に、先行研究で衰退と捉え

られる宗教教育の動向を明らかにし、当時の宗教教育の捉え直しを図る。つまり、先行研究

における宗教教育に対する評価の乖離を埋めるため、「世俗化」したとされる 19世紀末にお

いて、宗教教育がどのような思惑の下に展開され、内容や目的、取り組みが具体的にどのよ

うに構想されたのか明らかにする。第二に、宗教教育の当事者たちがどのように宗教教育を

捉えていたのか分析する。ここでは、当事者である「担い手」と「受け手」両者の視点から、

彼らに映る宗教教育の諸相を明らかにする。教育の「担い手」たちには、教師はもちろんの

こと、国教会聖職者も含まれる。聖職者についてはこれまで、公教育や教師の対立・阻害者

とする研究と、学校で教育に貢献する聖職者の姿を描く研究の二つがあり、評価の分かれる

存在であった。彼らが基礎学校に直接的に関わるのはなぜなのか。彼らの教育は公教育を妨

害するものであったのか。この点を明らかにするため、本研究は聖職者を教育の「担い手」
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として捉えることで、宗教教育を軸とした聖職者－教師関係の新たな側面を提示する。さら

に注目するのは、これまで見落とされてきた教育の「受け手」、つまり生徒たちにとっての

宗教教育の意味である。宗教教育の受容を巡り、教育を受けた人々の視点から、宗教教育が

公教育に果たした役割について明らかにする。 

これらを通して、宗教教育の役割を再評価すると共に、公教育における宗教の役割を改め

て捉え直すことで公教育が「世俗化」したと理解される 19世紀末イングランドの基礎学校

の新たな姿を描き出す。このことの意義は、多様な信仰のあり方が認められつつある 19世

紀末のイングランド公教育において、宗教が教育を受けた人々にどのような影響を与えた

のかという点から、宗教教育と国民教育の新たな関係性理解を提示することにある。 

最後に、本論文が用いた史料を説明する。国民協会の宗教教育認識と戦略を明らかにする

ため、国民協会の年次報告書や定期刊行物及び教育出版物を使用した。加えて、19 世紀末

の基礎教育法の状況を調査した王立調査委員会（クロス委員会）の報告書記録を用いる。こ

れらを使用し、教育の当事者に注目をすることで、宗教教育に対する人々の認識を検討する。 

あわせて、世俗的な道徳教育実践が行われたバーミンガム学務委員会を取り上げる。こち

らでは、国民協会による宗教教育とは対照的に、宗教教育を公教育の枠組みから排除する動

きがあり、その後には世俗科目として道徳教育が行われた。学務委員会の年次報告書や教材

の検討を通じて、公教育における宗教教育の位置づけを反対派の認識から検討する。 

 そして、「受け手」の宗教教育経験を分析するため、19-20世紀転換期にかけて、基礎教育

に通学した人々が作成した回想録等の記録史料を参照する。これらから、宗教教育を通じて

子どもたちが何を経験したのかを当事者の言葉を通して示すことを目指す。 

 

第一章 国民協会の宗教教育認識 

第一章では、教育の「担い手」による宗教教育認識と実践の検討に先立って、これまで等

閑視されてきた国民協会の対学務委員会および宗教教育戦略を検討した。具体的には、国民

協会と学務委員会制度について整理し、1870 年代に、国民協会の自己認識と対学務委員会

認識がどのように構築されたのかその過程と要因を明らかにした。 

1870 年基礎教育法は、国の補助金を受ける基礎学校において、宗派の教義や儀式を禁じ

るクーパー・テンプル条項や、親が子どもを宗教教育から退席させることを認める良心条項

を規定した法律であった。特に、同法により発足した学務委員会、および彼らの下、設置さ

れる学務委員会立学校の登場は国民教育に大きな衝撃を与えた。学務委員会は宗教教育を

非宗派的に行うことを原則とし、様々な教育的・財政的な権限が与えられたために、国民協

会の学校管理と運営の脅威となった。 

1870年代の国民協会の年次報告書を確認すると、「非宗派と呼ばれる宗教の擁護者たちが

熱心に提唱している、聖書を読むだけで宗教的な教授が成立するという誤った原則には同

意することはできない」等、学務委員会制度や彼らの宗教教育について多くの批判と自己に

対する危機意識を持っていた。イングランド国内の民衆教育を牽引してきた国民協会にと
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って、基礎教育法の制定、学務委員会制度の発足は、権限、機能、財政等様々な面で、大き

な障害となった。その中で自己の正当性の材料として用いられたのが宗教教育であり、国民

協会は、宗教教育を新たな公教育制度を批判する論点とした。 

結果的に、学務委員会制度が廃止されるまでの約 30年、国民協会は学校数で、学務委員

会を下回ることはなく、基礎教育の一翼を担い続けた。国民協会は 70年代末「全国の教会

学校〔国教会系基礎学校：発表者注〕は、9 年前よりも総じて強い立場にある」と記したよ

うに、民衆が宗教教育を必要としていることを確信し、1880 年代からの国民協会の公教育

戦略の中で、「宗教教育が公教育において不可欠である」とする姿勢を強固にしていった。 

 

第二章 国教会聖職者の宗教教育認識：教区視学官による教区査察制度に注目して 

第二章では、国教会聖職者に注目することで、彼らの学校における宗教教育の評価と、聖

職者自身の教師についての認識を明らかにした。本章が注目したのは、教区視学官の任に就

く国教会聖職者である。彼らは、国民協会により国教会系基礎学校に派遣され、宗教教育の

査察・試験を実施した。彼らによる査察報告は、国民協会の宗教教育認識の根拠となった。 

報告された査察結果を確認すると、基礎学校での宗教教育が 20年間で向上していること

が読み取れる。基礎学校での宗教教育評価は、高、中、低の三段階評価で報告されており、

年代を経るにつれて高評価の学校割合が増加し、中・低評価の学校割合は低下する傾向にあ

る。全体割合は、1874 年の調査段階で高評価が 41.7％、中評価が 46.9％、低評価が 11.4％

となっていた。1894年には、高評価 76.7％、中評価 20.7％、低評価が 2.5％へと変化してお

り、全体の約四分の三の学校では、高評価の判断が下された。（次頁の表グラフ参照） 

 また、国民協会の年次報告書には、各地の宗教教育の状況と、教師の宗教教育に取り組む

態度について、教区視学官の報告が記載された。オックスフォードの教区視学官は、1880年

代に宗教教育が改善されていく様子を報告した。そこには「教師たちが習慣として私の提案

を取り入れ、悪いと指摘された部分を改善しようとする姿勢を見せてくれることは、私の仕

事の中で最も励みになることの一つである」と宗教教育に貢献する教師の姿が記された。 

教区視学官は、基礎学校において宗教教育が維持・向上し、宗教教育が必要とされている

ことを報告し、国民協会が主張する宗教教育の重要性を裏付ける重要な根拠を提供した。同

時に、教師の努力や協力的な態度を高く評価しており、教師を宗教教育の改善に熱心な、宗

教教育の協力者として描き、宗教教育の重要な担い手として描いていた。 

一方で、教区視学官による教区査察の課題については、他の教育の「担い手」たちからの

証言から明らかとなった。彼らは、教区視学官による査察の課題を自らの宗教教育観から述

べた。しかしながら、彼らの意見は教区視学官の査察が、国教会系基礎学校での宗教教育に

大きな影響与えていたことを示している。また 70年代以降、より意義のある宗教教育を実

行・評価するにはどうすればよいかという点が議論の焦点となったと思われる。 
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表グラフ：教区視学官による教区査察の統計と評価の変化 

 

 

 

 

 

 

 

・教区視学官による教区査察は、年次報告書が発行された年の前年に実施されている。 

・また、「※」のついた年は、対象年度の前年に調査した基礎学校の結果が含まれている。 

 

出典：Annual Report of the National Society for Promoting the Education of the poor in the Principles of the Established 

Church throughout England and Wales, 64th-84th, 1875-1895, Church of England Record Centre, NS/3/1/19-26

をもとに作成。 

 

 

  

優
・
秀

良
・
可

劣
・
悪

計

1875 4,403 4,956 1,203 10,562 ※

1876 5,647 4,396 1,302 11,345

1877 5,599 4,709 1,199 11,507

1878 7,157 4,804 1,098 13,059

1879 7,578 4,813 1,042 13,433

1880 8,052 4,548 968 13,568

1881 8,305 4,314 801 13,420

1882 8,419 4,857 973 14,249

1883 9,069 4,768 823 14,660

1884 8,562 4,430 564 13,556

1885 9,845 4,272 583 14,700

1886 9,756 4,362 474 14,592 ※

1887 9,556 3,738 573 13,567 ※

1888 10,311 3,657 365 14,402 ※

1889 10,969 3,581 264 14,834

1890 11,005 3,740 271 15,025

1891 10,980 3,142 239 14,361 ※

1892 9,788 2,604 214 12,606

1893 10,911 2,725 238 13,874 ※

1894 11,158 2,867 312 14,337

1895 11,300 3,050 375 14,725 ※

発
行
年

宗教教育の評価（校）



7 

 

第三章 基礎学校教師の宗教教育認識 

第三章では、教師が宗教教育をどのように認識していたのかについて、彼らによる証言を

中心に、基礎学校における宗教教育の事例と彼らの宗教教育観を検討した。本章の意義は、

教師と聖職者の関係を分析する上で、先行研究が等閑視してきた教師から見た聖職者像や

宗教教育を行う目的・意義を明らかとしたことである。 

19 世紀、国教会系基礎学校の教師にとって聖職者との関わりは必須であり、聖職者は学

校において重要な役割を担っていた。教師の各証言を確認すると、聖職者が学校の授業を直

接行っていないのは、都市部近郊の学校のみで、農村地域や小規模の学校では聖職者が直接

授業を行っていた。ある教師が、「教区代理牧師が上級生の〔宗教教育の〕授業を担当し、

私は下級生を担当していました。私がそこに勤めた最初の頃から、彼は毎朝来てくださり、

他の教区を任されるまで来てくださっていました。彼は最も規則的な人でした」と答えたよ

うに、聖職者は基礎学校やそこでの宗教教育に大きな影響を与えていた。 

また教師の証言は、宗教教育の内容と、彼ら自身の宗教教育観を示していた。国教会系基

礎学校の教師は、宗教の授業を毎朝、1時間程度実施しており、自らの宗教教育に使命感を

見出していた。ある教師は、「宗教教育は他のすべて〔の教育〕とは異なり、私に子どもた

ちに対しての確かな立場を与えています」と、宗教教育を特別な科目と捉えており、重要な

意味や意義があることを述べた。ただし、彼らの宗教教育が国教会の教義や儀礼を教えるこ

とに偏重していた訳ではない。「それ〔宗教教育〕を教える義務があるが、生徒はそれを受

け止める義務はない」と職務として宗教教育を行うという立場を説明する教師もいれば、

「教理問答の中で万人に受け入れられる部分を取り上げ、疑わしい部分は避けています」と

宗派間で矛盾する教義を教えない教師もいた。教師たちは、基礎教育法の各条項を理解した

上で、自身の価値観や思想の下、柔軟に宗教教育を行うべきと考えていた。 

国教会系基礎学校で働く教師の宗教教育についての考え方は様々であるものの、宗教を

教えることを通して生徒に道徳的人格を形成させ、彼らの教育に責任を持つことが教師の

役割であると考えていた。そのために彼らは、聖職者と協力し宗教教育を行っていた。 

教師に多様な考え方があったことを踏まえると、聖職者との「協力関係」は一筋縄ではい

かないものであっただろう。しかしながら、両者が交渉を決裂せずに、学校において協力を

したのは生徒の教育という共通の目的とお互いへの信頼があったためだと思われる。 

 

第四章 国民協会による宗教教育の目的と内容：国民協会の教育出版物に着目して 

第四章では、国民協会と「担い手」の宗教教育認識が、どのような宗教教育の理想の下で

構築されたのか、宗教教育の目的と内容を検討した。そこで、国民協会が、何のために宗教

教育を行うべきと考え、生徒に何を教え、教師に何を求めたのか、彼らが出版した「日曜、

平日学校教師の為の宗教知識手引書」シリーズ五冊（1881-1882年）をもとに検討した。 

同シリーズが教師に説く教育目的は、「子どもたちを敬虔な崇拝者として教会の一員とな

るように訓練すること」であり、宗教教育では、宗教的知識よりも信仰心や道徳等の宗教的
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情操の会得が重視された。そのために五冊の手引書は二通りの教育を構想している。一つ目

は、聖書が記す体系的な歴史を生徒に関心を持たせ理解させることである。その過程で重視

されたのは、子どもの興味に基づいた教育の工夫であった。例えば、『新約聖書教授法』で

は、絵や地図等の教具を授業で用いることや、「会話形式で話を進めていき、質問を与える

ことで物語を紐解いていきましょう」等、授業の具体例が示され、生徒の学習段階に沿った

内容や教育方法が言及されている。二つ目は、教理問答と祈祷書の暗記による繰り返しによ

り、宗教的心情を体得させることであった。教理問答や祈祷書の教授法では、暗記という学

習の本質について説明が行われている。『教理問答教授法』において「宗教教育においては、

最も本質的な真理が正確に具現化され、容易に記憶されることを認めるような形で表現さ

れた健全な言葉の形というものが必要となる」、「単なる口頭での知識というものは、〔中略〕

神学においても価値がない」と示されるように、暗記学習においても、国民協会は知識の習

得ではなく宗教的素養の育成を重視した。機械的な知識の学習ではなく、教会の教えの反復

によって宗教的情操を養わせるという宗教教育のあり方を教師に理解してもらうことが目

指されていた。 

 

第五章 基礎教育における非宗派主義の検討 

第五章では、世俗的な道徳教育の検討を通じて、教育の世俗化を推進した人々がどのよう

な教育の論理と内容を構築していたのかを明らかにした。それにより、これまで先行研究が

進歩と衰退で対比的に捉えられてきた世俗的な道徳教育と宗教教育の関係について、両者

の比較と通して、双方の影響を踏まえた相互発展的な関係であったことを指摘した。 

国民協会が宗教教育のあり方を模索した一方、イングランドの一部地域では、世俗的な道

徳教育のあり方が模索された。バーミンガムは世俗的な道徳教育を公教育制度の中で行っ

た地域であり、そこでの実践はイングランド全体の基礎教育に影響を与えた。実際、基礎教

育を調査したクロス委員会内の議論でも、基礎教育の世俗化の推進者であった非国教徒・自

由派閥は、同地域の実践を意見の根拠の一つとした。彼らは、道徳教育自体を重視すること

で、宗教と道徳の切り分けを行うことを主張した。性格の形成に必要なのは宗教的要素では

なく、普遍的な道徳的価値観であり、それを育むための教育が現場の管理者や教師によって

行われることが必要と考えたのである。 

世俗科目としての道徳教育について、どのような道徳教育の論理や内容がバーミンガム

で構想されたのか分析するにあたって、『道徳科目の授業実例』（1883年）を分析した。 

『授業実例』では、学習する道徳的徳目が 40テーマ用意され、徳目を学ぶことを「あら

ゆる真の高潔さを備えた性格の基礎を形成しなければならないという偉大な道徳的真理を、

実際の人間的な関心をもって実現しようとする真剣な試み」と位置づけた。つまり、究極的

な教育の目的は「子どもの性格の形成」であり、世俗科目としての道徳教育は、徳目の教授

を通じて、子どもを高潔な性格を備えた人間にすることを理想とした。 

さらに基礎教育の世俗化を推進する人々は、国家が要求した、国民が備えるべき道徳的徳
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目を子どもたちに効率的に、それも宗教に頼らずに獲得させることを模索した。実際、『授

業実例』の授業は宗教的要素を意図的に排除していた。つまり世俗的な道徳教育は、体系化

を図る上で、宗教教育からの脱却や対立を自身の有益性の論理に組み込んでおり、宗教教育

の存在を強く意識し続けていた。 

 

第六章 人々の宗教教育の経験 

第六章では、教育の「受け手」に注目することで、民衆と宗教教育についての理解を捉え

直し、人々が宗教教育を受けたことを、どのように認識し、記憶しているのかという宗教教

育の新たな位置づけを試みた。具体的には、19-20世紀転換期、基礎学校に通学した生徒と

彼らの親による基礎教育についての証言と回想の分析を行った。 

親たちの証言は、当時のロンドンにおける任意団体立学校と、学務委員会立学校について

の印象、および学校で子どもに宗教教育を受けさせることについての考え方を示していた。

証言は、親たちが労働者階級の誰を代表しているのかで見解が異なっており、それは基礎学

校での宗教教育に求めるものに影響を与えていた。 

国教会系基礎学校に通学した人々の回想は、彼らが語る当時の様々な宗教教育の様子と

それに対する認識のあり方を示していた。分析では、彼らが学校や生活の中で受けてきた宗

教教育をどのように捉えたのか整理するため、「生徒からみた聖職者」、「生徒の受けた宗教

教育」、「宗教教育の知識や教えをどう受け止めたのか」という三点に注目した。 

特に「宗教教育の知識や教えをどう受け止めたのか」については、複数の生徒から宗教教

育や学校での教育が、結果的に彼らの宗教観に影響を与えた事例を見つけることができた。

トムソンは、教区視学官を感嘆させる作文を書いた。ブラックバーンは、国教会系基礎学校

で宗教教育を受けたことで、キリスト教の知識や内容が自身の文学的な関心を一層深め、自

身のリテラシーを高める契機となった。グレスウェルは、ある教師から受けた教育全般を自

らの価値観を変えた重要な経験とみなしていた。その中で、教師から受けた音楽教育は、後

に、讃美歌の伴奏という形で信仰生活の一場面で活かされた。 

本章は、これまで先行研究が描いてこなかった宗教教育を経験した人々の、教育と信仰に

ついての認識・価値観・態度の一端を明らかにした。彼らの「物語」は、基礎学校での教育

が人々の信仰とどう関係するのかを示しており、宗教や信仰の実践についての様々な日常

的感覚や態度を表していた。 

 

終章 研究の成果と今後の課題 

本論文は、19 世紀末イングランドにおける国教会系基礎学校での宗教教育が、教育の当

事者たちからどのように認識されていたのかを検討することで、近代公教育の中に宗教教

育を再度、位置づけ直すことを目指した。本論文は、以下の三点を成果として挙げる。 

一つ目は、教育の「担い手」たちの宗教教育認識と教育内容、および彼らの間に生じた様々

な関係性を明らかにしたことである。聖職者と教師の言説は、彼らが、従来指摘されてきた
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ような「敵対的な対立関係」に必ずしも置かれていたわけではないことを明らかとした。宗

教教育に関して、双方がお互いを評価していることは数々の証言記録から確認できる。一方、

宗教教育のある場面では、認識や価値観の相違から「担い手」たちの考えが衝突している様

子も確認した。しかし、両者は宗教教育を提供することには肯定しており、どのようにすれ

ば、よい宗教教育を提供できるのかを巡り試行錯誤をしていたと考えられる。つまり、教育

の「担い手」の聖職者と教師は、常に「敵対的な対立関係」にあったのではない。彼らは宗

教教育について、その価値観に相違はあれども、生徒の人格形成に必要だとする利害の一致

から協力と協議を繰り返したのである。 

二つ目の成果は、宗教教育と「世俗化」を目指す道徳教育にどのような違いがあるのかを

明らかにしたことである。これにより、「宗教か世俗か」という両極に立つ理論を比較し、

両者の関係と影響を明らかにすることができた。19 世紀末、双方の教育動向は、お互いが

共に注目を向け意識をしていた。国民協会が目指した宗教教育は、いかに信仰を内面化させ

るかを志向しており、宗教教育の実践例に加えて、何故宗教を学ぶべきなのかという点が強

く協調されていた。バーミンガム学務委員会が目指していたのは、国家の要求する道徳をい

かに獲得させるのかという効率性であり、道徳教育の有用性を示すことで既存の宗教に基

づく教育に対抗しようとしていた。このように両者の教育に注目すると、どちらかが革新的

で新しく、どちらかが守旧の遺物という単純な構図で分けることのできない、当時の公教育

の動的な様相が示されていた。 

三つ目は、基礎学校での宗教教育を複数の視点から捉え直す中で、「受け手」の宗教教育

の経験を「小さな物語」として新たに提示したことである。国教会系基礎学校での宗教教育

は、敬虔な人物にとって、後の人生を豊かにする契機となった。一方、そうでない人物にと

って、宗教教育は日常的で退屈なものに過ぎなかったが、退屈と記憶される宗教教育に何も

意味がなかったのかと言えばそうではなかった。こうした多様な宗教教育の記憶からは、彼

らが宗教教育の価値を認めた多様な理由を導き出すことができた。信仰から完全に切り離

された価値観が 19 世紀末の公教育制度の変化を境に普及したとする従来の公教育の世俗化

理解とは異なる状況がそこにはあった。 

これらの成果から導き出せる、イングランドの公教育における「世俗化」とは何か、また

近代公教育における宗教教育とはどのような存在なのかについて以下、論じる。これまで、

先行研究で議論されてきたイングランド公教育の「世俗化」は、宗教教育の衰退という理解

から導き出されてきた。しかし、宗教教育の重要性は、教育の担い手によって強く意識され、

熱心に実施された。だからこそ、宗教教育とそれに対抗する新たな教育は、両者ともその論

理と教育方法を研鑽・発展させた。宗教教育に価値を見出す親や生徒もおり、宗教教育の衰

退という言説では捉えることのできない、社会や人生を構成する重要な要素としての宗教

教育の姿が存在していたのである。 

宗教や信仰は、国家や教会組織の思惑、教会や学校といった場所、あるいは聖職者や教師

の認識とは異なる次元で理解され、受容された。分析の対象には、非国教徒の家庭に育ち、
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国教会系基礎学校で宗教教育を受けた人々もいる。彼らの親にとって、宗教教育を受けさせ

ることは、望ましくないことであったのかもしれない。しかし、当人にとって宗教教育は世

俗科目と同様、日常的な学習の一つとして受け止められていた様子を複数確認することが

できた。このような姿は、これまで宗教教育を「是」か「非」かで、議論してきた先行研究

が見落としてきた人々の宗教教育の受容の有様であった。 

宗教教育、あるいは信仰に対する人々の認識には、宗教教育を受容する姿勢についても幾

千もの階調が存在している。そうならば、学校という空間を軸にして教育が「世俗化」する

ことを測ることは不可能なことを認めざるを得ない。 

本研究が改めて指摘するのは、宗教教育の一般性である。つまり、宗教教育は当時のイン

グランド社会においてこれまで想定されてきた程、特殊なものではないということである。

宗教教育は、公教育の中で「担い手」によって、特別なものと位置づけられた科目ではある。

しかし教育の「受け手」に目を向けた時、こうした特別な科目であるという「担い手」の期

待がどこまで伝わっていたのかは判然としない。彼らにとって、宗教教育とは、学校生活の

日常における一場面に過ぎず、良くも悪くも、他の科目と大差がないものであった。 
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